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2008年１月１日（毎月1回1日発行） 第460号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００７年１１月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

26,079世帯 
1,185,109,000円 

45,443円 

林
マ
ツ
さ
ん
　
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

都
築
靖
理
事
長
　
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

林
　
今
年
４
月
か
ら
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
始
め
医
療
改
悪
が

ど
ん
ど
ん
と
推
し
進
め
ら
れ
、
弱

い
者
や
高
齢
者
い
じ
め
が
ひ
ど
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
中
で

生
協
は
「
新
病
院
建
設
」
の
大
事

業
を
控
え
て
い
ま
す
が
、
総
合
案

内
に
は
「
広
く
て
ゆ
と
り
の
あ
る

病
院
に
」
な
ど
期
待
の
声
を
聞
き

ま
す
。
ま
ず
建
設
の
進
み
具
合
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。 

都
築
　
医
療
崩
壊
、
介
護
崩
壊
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
皆
様
と
手
を

携
え
て
今
年
を
社
会
保
障
充
実
の

元
年
に
す
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
新
病
院
建
設
で
す
が
、

今
の
病
院
は
昭
和
37
年
の
建
築

で
46
年
ぶ
り
の
大
事
業
に
な
り

ま
す
。
外
来
も
病
棟
も
手
狭
で
今

の
医
療
水
準
に
は
追
い
つ
き
ま
せ

ん
。
今
年
は
基
本
設
計
を
作
り
あ

げ
５
月
の
総
代
会
で
承
認
さ
れ
れ

ば
具
体
的
な
作
業
を
進
め
ま
す
。

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
い
い
病
院
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
2
0
0
8
年
は
、
利
根
保
健
生
協
の
大
事
業
で
あ
る
「
新
病
院
建
設
」
を

は
じ
め
、
全
国
的
に
医
師
不
足
が
起
き
て
い
る
中
で
の
地
域
医
療
の
展
開
、

が
ん
診
療
拠
点
病
院
と
し
て
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
都
築
靖
理
事
長
に
、

生
協
退
職
後
、
総
合
案
内
や
玄
関
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
頑
張
っ
て
い
る
林
マ
ツ

さ
ん
が
お
聞
き
し
ま
し
た
。
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冬の食中毒「ノロウイルス」にご注意。前年度は１１～３月にかけて全国的に猛威を振るいました。 

病
院
建
設
で
安
心
し
て
住
め
る
地
域
に 

新春対談 新春対談 
利
根
保
健
生
協
の
2
0
0
8
年
を
率
直
に
話
し
合
う
 

林
　
新
し
い
用
地
に
は
ど
ん
な
施

設
を
作
る
の
で
す
か
。 

都
築
　
新
病
院
は
４
階
建
で
病
棟

関
係
を
移
し
ま
す
。
し
か
し
、
一

つ
か
二
つ
の
病
棟
が
旧
病
院
に
残

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
空
い
た

病
棟
を
使
っ
て
外
来
の
診
察
室
を

増
や
し
広
げ
た
り
、
ま
た
特
定
健

診
で
の
指
導
な
ど
の
活
用
を
考
え

て
い
ま
す
。 

新
病
院
は
病
棟
中
心 

林
　
病
院
へ
の
期
待
や
活
動
へ
の

評
価
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
反
対

に
待
ち
時
間
や
職
員
の
接
遇
で
の

不
満
の
声
も
総
合
案
内
を
し
て
い

る
と
色
々
入
っ
て
き
ま
す
が
。 

都
築
　
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

で
予
約
制
を
導
入
し
一
定
の
改
善

は
進
み
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
す
ね
。
一
つ
は
病
院
の
外

来
患
者
さ
ん
が
多
く
診
察
す
る
医

師
の
数
と
に
開
き
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
昔
に
比
べ
る
と
病
気
の

説
明
を
よ
く
し
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
す
る
に

は
医
師
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
外

来
で
一
人
の
医
師
が
50
人
前
後

診
る
事
は
大
変
で
す
か
ら
。 

　
今
直
ぐ
の
改
善
で
す
が
、
待
ち

時
間
の
有
効
活
用
で
す
ね
。
待
ち

時
間
を
掲
示
板
で
出
す
と
か
、
各

科
の
受
付
が
患
者
さ
ん
の
所
に
行

っ
て
よ
く
説
明
す
る
と
か
、
ま
た

接
す
る
時
の
態
度
や
言
葉
遣
い
を

良
く
す
る
と
か
、
き
め
細
か
い
対

応
に
よ
っ
て
も
大
分
違
い
ま
す
の

で
教
育
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

林
　
接
遇
の
教
育
が
き
ち
ん
と
さ

れ
て
い
る
病
院
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
ね
。
職
員
か
ら
一
声
掛

け
て
も
ら
う
だ
け
で
も
患
者
の
満

足
度
が
上
が
る
と
思
い
ま
す
ね
。 

都
築
　
他
の
病
院
は
良
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
ね
。
職
員
も
６
０
０

人
を
超
え
教
育
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

人
達
に
喜
ば
れ
選
ば
れ
る
に
も
教

育
が
大
切
で
す
。 

待
ち
時
間
対
策
は 

林
　
次
に
地
域
医
療
の
問
題
で
す

が
、
医
師
不
足
な
ど
地
域
医
療
の

崩
壊
が
進
ん
で
い
ま
す
け
ど
、
こ

れ
ら
の
展
望
は
ど
う
で
す
か
。 

都
築
　
当
院
で
も
全
般
的
に
は
医

師
は
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
が
、

幸
運
な
こ
と
に
今
年
春
か
ら
は
病

理
が
一
人
、
整
形
外
科
一
人
、
循

環
器
内
科
が
一
人
増
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
外
科
二
人
、

産
婦
人
科
一
人
が
増
え
ま
し
た
。 

　
臨
床
研
修
指
定
病
院
と
し
て
、

今
年
度
も
四
人
の
研
修
医
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
大
学
の

医
局
に
派
遣
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
派
遣
も
重
要
で
す

が
、
自
前
の
医
師
を
育
て
て
い
く

事
が
大
切
で
す
。
利
根
沼
田
の
地

域
を
充
分
知
っ
た
医
師
を
育
て
て

い
く
。
こ
れ
が
研
修
病
院
の
当
院

の
強
み
で
す
。 

地
域
医
療
の 

  

展
開
・
展
望
は 

林
　
大
学
な
ど
で
病
院
の
評
価
も

段
々
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。 

都
築
　
相
対
的
に
病
院
の
評
価
は

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
臨
床

研
修
指
定
病
院
、
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
、
病
院
機
能
医
療
評
価

の
取
得
、
県
の
災
害
拠
点
病
院
、

救
急
で
は
圧
倒
的
に
受
け
入
れ
て

い
ま
す
し
、
医
療
活
動
で
は
利
根

沼
田
の
基
幹
病
院
と
い
う
事
で
客

観
的
な
評
価
は
上
が
っ
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。 

林
　
利
根
中
央
病
院
は
直
ぐ
に
退

院
さ
せ
ら
れ
る
、
病
院
を
追
い
出

さ
れ
た
と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
。 

都
築
　
病
院
に
は
急
性
期
と
療
養

型
の
二
種
類
あ
り
ま
す
が
、
当
院

が
こ
の
地
域
で
果
た
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
第
一
は
、
救
急
を
含
む

急
性
期
医
療
に
き
ち
ん
と
対
応
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
症

状
が
落
着
い
た
ら
、
在
宅
や
療
養

型
の
病
院
、
施
設
に
移
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
地
域
の
療
養
型
の
病
院
や
開

業
医
の
先
生
方
と
も
っ
と
連
携
を

進
め
て
い
く
事
が
今
年
の
課
題
で

も
あ
り
ま
す
。 

林
　
生
協
は
組
合
員
が
主
体
で
行

な
う
組
織
で
す
か
ら
組
合
員
、
住

民
、
患
者
と
力
を
合
わ
せ
て
運
動

を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

都
築
　
そ
う
で
す
。
色
々
な
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
、
組
合

員
、
患
者
の
皆
様
と
と
も
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

林
　
本
当
に
期
待
の
持
て
る
病
院

に
し
た
い
で
す
ね
。
病
院
は
「
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
の
指
定

に
な
り
ま
し
た
。
私
が
組
織
課
に

い
た
時
に
大
腸
が
ん
の
検
診
を
始

め
ま
し
た
。
「
検
診
を
し
な
け
れ

ば
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
た
が
お
か

げ
で
早
期
に
が
ん
を
見
つ
け
て
も

ら
っ
た
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。
こ

の
様
な
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
拠

点
病
院
と
し
て
の
取
り
組
み
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。 

都
築
　
林
さ
ん
が
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
ま
だ
自
治
体
検
診
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
20
年
前
か
ら
大
腸
が

ん
検
診
を
生
協
独
自
で
行
い
、
大

腸
が
ん
の
早
期
発
見
に
先
駆
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
の

使
命
で
す
が
、
が
ん
は
１
年
間
に

全
国
で
33
万
人
が
死
亡
し
、
死

亡
者
３
人
に
１
人
は
が
ん
で
す
。

し
か
し
、
早
期
発
見
す
れ
ば
が
ん

も
充
分
に
対
処
出
来
る
の
で
検
診

が
重
要
で
す
ね
。 

　
も
う
一
つ
は
、
が
ん
の
啓
蒙
活

動
で
す
。
当
院
で
も
「
が
ん
シ
リ

ー
ズ
」
で
市
民
公
開
講
座
を
７
回

開
い
て
い
ま
す
が
、
が
ん
を
恐
れ

ず
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
見
つ

け
て
治
療
を
し
ま
す
の
で
医
師
体

制
の
充
実
も
大
切
で
す
。
末
期
の

が
ん
は
死
と
直
面
し
痛
み
を
伴
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
緩

和
医
療
を
整
備
す
る
事
も
大
事
で

す
ね
。 

　
医
療
活
動
の
も
う
一
つ
の
柱
は

救
急
医
療
で
す
。
救
急
車
の
55

％
が
当
院
に
入
っ
て
い
ま
す
。
救

急
は
医
の
原
点
で
す
の
で
、
救
急

に
き
ち
ん
と
対
応
す
る
事
が
大
き

な
使
命
で
す
。 

が
ん
医
療
で
は 

北側から見た 

「新病院」完成予想図 
北側から見た 

「新病院」完成予想図 

対談する都築靖理事長と林マツさん 

病
院
の
評
価
は 

 

高
ま
っ
て
ま
す 



◇ノロウイルスの特徴　①低温で長期間生存。②極微量でも感染。③症状が治まってもウイルスの排出はつづきます。 

2008年１月１日（毎月1回1日発行） 第460号　（２） 利 根 の 保 健  

200720072007年の 

第30回保健組織活動交流集会 
乳ガン最新情報、転倒予防体操など学ぶ 

地域がん診療拠点病院 
「市民公開講座」など継続して開催 

地域がん診療拠点病院 
「市民公開講座」など継続して開催 

第31回通常総代会　役員改選により新体制確立 

透析医師の継続派遣の請願実り、県議会で採択 

大規模災害を想定しての「災害医療訓練」実施 大規模災害を想定しての「災害医療訓練」実施 

「老健とね」利用者沼田まつり見物 

第27回平和のための戦争展 
（グリーンベル21)

歯科利用委員、理事会代表も加わり 
「歯科診療所方針づくり検討会」 
歯科利用委員、理事会代表も加わり 
「歯科診療所方針づくり検討会」 

看護師復職支援 
「カムバックナース・プログラム」開催 

看護師復職支援 
「カムバックナース・プログラム」開催 

班会開催のべ830回余 
「サーキットトレーニング」で 
　　　　　　　　　脂肪燃焼 

第25回 
くらしと 
健康まつり 

第７回 
病院際 

健康チェックコーナー 
腹筋体操 

健康チェックコーナー 
腹筋力チェック 

歯科チェックコーナー 歯科チェックコーナー 

笑福おどり 笑福おどり 

子ども達に大人気　Ｇ－ＦIVEショー 子ども達に大人気　Ｇ－ＦIVEショー 

利用者に好評の「玄関ボランティア」 利用者に好評の「玄関ボランティア」 

「利根沼田九条の会」結成二周年の集い 「利根沼田九条の会」結成二周年の集い 年２回開催の 「赤ちゃん同窓会」 年２回開催の 「赤ちゃん同窓会」 

新任理事・監事研修会 新任理事・監事研修会 



◇潜伏期間は、24時間から48時間。発病すると、下痢、嘔吐、発熱など風邪の症状に似て、食中毒と分からない場合もあります。 

2008年１月１日（毎月1回1日発行） 第460号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

2007年 

4日　仕事始め 
         役職員年頭集会 
9～12日　「腎友会」病院内「透析医師継続派遣請願署名」活動 

27日　18,423筆要望署名　群大附属病院及び県
　　　　　議会へ提出 
17日　「小児救急医療に対する補助」要請　利根沼田広域圏 
　　　　理事長（沼田市長）に 
19日　第５回正副支部長会議 
　　　第５回新病院建設委員会 
27日　第８回理事会　(以降、月１回開催) 
 
 
3日　地域がん診療連携拠点病院、公開シンポジウム 
　　　がん診療と地域連携　ベラヴィータ（130人） 
　　　第２回歯の保健委員交流集会（29人） 
7日　第３四半期業務監査 
8日　第５回利用委員会 
14日   虹のバレンタイン統一行動 
17日　役職者研修会 
 
 
4日　第30回保健組織活動交流集会 （月夜野　203人） 
9日　利根中央病院透析医師継続派遣請願　 
　　　県議会本会議で全会一致採択 
10日　利根沼田「九条の会」二周年の集い 
11日　第22回囲碁大会（76人） 
　　　第18回県民医連運動交流集会(前橋) 
13日　第６回新病院建設委員会 
24日　がん診療地域連携拠点病院　公開講演会 
　　　（グリーンベル21　200人） 
27日　第６回正副支部長会議 
 
 
2日　新入職員入協式（29人） 
　　　新任医師オリエンテーション 
18日　第４四半期業務監査　 
7～10日　ＷＨＯ世界保健デー　まちかど健康チェック3ヶ所 
19日　第６回利用委員会　 
20日　老健とねデイケア花見会（利用者26人）　 
 
    
5日　國友貞夫先生　逝去 
8日　2006年度末業務監査 
11日　第12回理事会 
19日　第17回赤ちゃん同窓会 
25日　第31回通常総代会（総代201人） 

　役員改選　理事長交代　　　 
　 
 
6～7月　「班づくり班会開催月間」「教育学習月間」スタート 
5～6月　カムバックナース体験実施（５人） 
8日　第１回正副支部長会議 
15日　日本国憲法誕生の映画「日本の青空」上映会 
21日　第１回利用委員会 

　春期防火訓練 
30日　新任役員研修会 
　　　　　　 
　 
7日　子ども歯の保健教室（31人） 
8日　国民平和大行進「網の目」（120人） 
12日　国民平和大行進「基幹コース」（65人） 
16日　中越沖地震発生「ＤＭＡＴ災害派遣医療チーム」４人出動 
22日　高校生一日看護師体験　以降４回開催　19人 
28日　新病員建設　設計事務所「久米設計」に決定 

　県民医連・医療生協大学習会（前橋） 
　 
 
1日　精神科デイケア定員拡大（20→30人）
3日　「老健とね」利用者沼田まつり見物（利用者29人） 
7～9日　原水禁世界大会長崎（代表３人参加） 
7～14日　「後期高齢者医療制度」で自治体要請行動 
10～12日　平和のための戦争展 (グリーンベル21） 
14～16日　利根沼田平和美術展(沼田中央公民館) 
16日　第１四半期業務監査 
18日　がん診療地域連携拠点病院「市民公開講座」(80人)
　 
 
6日　第２回正副支部長会議 
16日　県民医連第44回学術集談会 
17～18日　第21回日本高齢者大会・横浜（利根沼田７人） 
30日　ＷＨＯウォ－クイベント　 

　昭和村旧久呂保地区の歴史を歩く 
30～1日　全日本民医連共同組織交流集会（長野18人） 
　 
 
10月・11月　生協強化月間 

病院特設窓口開設（１日～31日） 
1日　看護基準7：1認可で看護体制充実 
6日　がん診療連携拠点病院「市民公開講座」 
21日　第25回くらしと健康まつり（3000人） 

　第７回病院祭（900人） 
30日　第39回県生協大会 
28日　10・28 国民大集会・東京亀戸（利根沼田31人） 
 
 
1日～ 生協強化月間　利根歯科診・片品診特設窓口開設 
4日　がん診療拠点病院公開講座（ベラヴィータ110人） 
10日　大規模災害を想定・多数傷病者受け入れ訓練 
11日　沼田利根医師会人間ドック協同診断 
12日　第２四半期業務監査 
13日　第３回正副支部長会議 
22日　上半期経営検討会 
22日　秋期防火訓練 
　 
 
1日　第18回赤ちゃん同窓会（60組） 
6～7日　大気汚染調査（50カ所） 
8日　がん診療連携拠点病院「市民公開講座」 
15日　「九条の会」アピール賛同署名 
　　　　利根沼田10,200筆到達（有権者比率11.9％） 
29日　仕事納め 
　　　 
                                      
 
 

2月 

3月 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

第39回県生協大会 
川場支部　月夜野東支部　受賞 

第39回県生協大会 
川場支部　月夜野東支部　受賞 

「生協強化月間」を前に 
「利根の保健」配布者交流会 
　　　　　　　（水上支部） 

安藤外科医長を招いて「昭和南支部座談会」 安藤外科医長を招いて「昭和南支部座談会」 

災害派遣医療チーム「DMAT」　中越地震に出動 

第22回囲碁大会　小学生２人含め76人が参加 

７カ所で 

利用委員会　病院内環境点検 利用委員会　病院内環境点検 

全施設に利用委員会確立へ 
            「片品診療所」「片品診療所」利用委員会 

「片品診療所」でも利用委員会　全施設に利用委員会確立へ 

隔月開催の昭和東・南支部（昭和の湯） 隔月開催の昭和東・南支部（昭和の湯） 

「まちかど 
　　健康チェック」 
 

「まちかど 
　　健康チェック」 
 

「まちかど 
　　健康チェック」 
 

片品支部（花の谷公園、ふれあいバザール） 

沼田南支部（サンモール鍛冶町店） 沼田南支部（サンモール鍛冶町店） 
沼田西支部（下町住民センター） 沼田西支部（下町住民センター） 

沼田中支部（グリーンベル21） 沼田中支部（グリーンベル21） 新治支部（たくみの里・豊楽館） 新治支部（たくみの里・豊楽館） 白沢支部（望郷の湯、収穫祭） 白沢支部（望郷の湯、収穫祭） 

「歯の保健大学」高山教室  26人が学ぶ 「歯の保健大学」高山教室  26人が学ぶ 



◇感染経路は大きく分けて、①食品から人。②人から人への２つ。小さいウイルスだが人の腸の中で増殖します。 
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） 

生
方
　
政
澄 

宮
下
　
武
只 

高
倉
　
　
栄 

　（
10
口
以
上
） 

金
子
　
勝
昭 

本
多
　
邦
光 

生
方
　
由
一 

茂
木
　
脩
治 

深
津
　
亨
可 

生
方
　
愛
子 

〈
白
沢
支
部
〉 

　（
130
口
以
上
） 

鶴
渕
　
秀
行 

　（
120
口
以
上
） 

桑
原
　
重
治 

　（
80
口
以
上
） 

高
橋
　
道
則 

 

丸
山
清
三
郎 

小
澤
　
四
郎 

　（
70
口
以
上
） 

小
林
　
修
一 

石
塚
由
美
子 

中
村
　
幸
一 

小
林
由
香
里 

　（
60
口
以
上
） 

南
　
　
昭
治 

中
村
　
治
令 

林
　
　
勝
江 

鶴
渕
　
恒
雄 

　（
50
口
以
上
） 

小
林
　
紀
男 

 

滝
沢
　
　
功 

　（
40
口
以
上
） 

 

角
田
　
俊
男 

佐
藤
　
豊
機 

中
村
　
玉
樹 

　
南
　
　
　
寿 

　（
30
口
以
上
） 

中
村
　
元
一 

南
　
　
英
雄 

星
野
　
　
守 

岡
村
　
晃
一 

萩
原
　
国
夫 

富
岡
　
新
祐 

中
村
　
俊
雄 

　（
20
口
以
上
） 

高
橋
　
　
明 

中
沢
　
和
男 

池
田
　
　
宏 

田
村
　
栄
一 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
1380
口
以
上
） 

小
林
　
喜
市 

　（
1240
口
以
上
） 

 

小
菅
　
　
義 

　（
380
口
以
上
） 

井
上
健
太
郎 

井
上
　
　
昭 

　（
340
口
以
上
） 

中
村
武
知
嘉 

　（
170
口
以
上
） 

 

星
野
健
一
郎 

　（
130
口
以
上
） 

金
子
吉
五
郎 

　（
110
口
以
上
） 

笹
原
　
健
治 

小
林
美
知
雄 

井
上
　
孝
次 

　（
100
口
以
上
） 

井
上
　
直
司 

中
村
　
照
次 

井
上
　
行
弘 

　（
90
口
以
上
） 

井
上
美
佐
夫 

井
上
　
　
稔 

　（
80
口
以
上
） 

井
上
　
裕
次 

　（
70
口
以
上
） 

井
上
　
孟
雄 

星
野
　
弘
一 

星
野
　
節
治 

井
上
　
キ
チ 

　（
60
口
以
上
） 

永
井
　
一
平 

 

結
城
　
慶
一 

　（
50
口
以
上
） 

永
井
　
清
一 

高
橋
　
　
治 

　（
40
口
以
上
） 

星
野
　
金
造 

星
野
　
一
郎 

金
子
　
成
子 

　（
30
口
以
上
） 

金
子
　
直
一 

金
子
　
充
二 

山
田
　
広
治 

（
20
口
以
上
） 

金
子
　
藤
雄 

青
木
マ
サ
エ 

小
林
　
郁
夫 

林
　
　
弘
三 

（
10
口
以
上
） 

金
子
　
光
義 

星
野
　
節
二 

田
中
恵
美
子 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
1910
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　（
1000
口
以
上
） 

桑
原
健
一
郎 

　（
320
口
以
上
） 

千
明
　
朝
好 

　（
270
口
以
上
） 

星
野
　
　
進 

　（
260
口
以
上
）　 

大
竹
　
敏
彦 

　（
250
口
以
上
） 

角
田
彦
三
郎 

　（
230
口
以
上
） 

林
　
　
和
夫 

　（
220
口
以
上
） 

柳
　
き
み
江 

　（
200
口
以
上
） 

 

笠
原
　
喜
八 

　（
180
口
以
上
） 

戸
丸
　
久
治 

　（
160
口
以
上
） 

千
明
　
市
男 

　（
150
口
以
上
） 

小
林
　
一
男 

　（
140
口
以
上
） 

千
明
　
　
博 

萩
原
　
源
次 

　（
130
口
以
上
） 

星
野
　
正
木 

斉
藤
　
功
治 

星
野
　
公
平 

　（
110
口
以
上
） 

桑
原
　
隆
美 

戸
丸
　
　
幸 

星
野
　
康
一 

星
野
　
　
康 

星
野
　
和
助 

　（
100
口
以
上
） 

宇
敷
　
啓
夫 

横
山
　
二
郎 

小
林
吉
次
郎 

　（
90
口
以
上
） 

星
野
　
豊
治 

星
野
浅
次
郎 

宮
田
　
　
勝 

大
竹
　
長
久 

　（
80
口
以
上
） 

金
子
　
伝
治 

桑
原
藤
太
郎 

 

須
藤
　
恒
次 

　（
70
口
以
上
） 

星
野
　
太
郎 

　（
60
口
以
上
） 

星
野
　
哲
男 

宮
田
　
　
敏 

金
子
　
桂
介 

　（
50
口
以
上
） 

青
木
　
与
作 

宮
田
千
江
子 

笠
原
　
良
和 

　（
40
口
以
上
） 

村
田
　
春
雄 

小
林
　
栄
市 

金
子
　
新
一 

桑
原
　
　
護 

萩
原
　
英
雄 

　（
30
口
以
上
） 

 

星
野
　
豊
作 

星
野
　
金
三 

萩
原
　
輝
好 

芝
崎
　
文
夫 

 

高
橋
　
正
治 

萩
原
　
英
夫 

萩
原
　
保
正 

　（
20
口
以
上
） 

佐
藤
　
郁
夫 

星
野
　
芳
造 

星
野
　
代
三 

星
野
　
伊
助 

入
沢
　
賢
治 

稲
森
志
ま
子 

　（
10
口
以
上
） 

内
田
　
好
美 

〈
川
場
支
部
〉 

　（
320
口
以
上
） 

 

高
山
　
廣
昭 

　（
210
口
以
上
） 

千
木
良
晴
美 

　（
200
口
以
上
） 

信
沢
　
容
子 

　（
100
口
以
上
） 

戸
丸
謙
次
郎 

　（
80
口
以
上
） 

小
林
　
重
雄 

　（
70
口
以
上
） 

五
十
嵐
秀
雄 

戸
丸
嘉
一
郎 

　（
60
口
以
上
） 

吉
野
　
長
治 

　（
50
口
以
上
） 

田
村
　
　
繁 

春
原
　
恒
雄 

遠
藤
　
孝
夫 

　（
40
口
以
上
） 

吉
野
　
正
篤 

吉
野
　
文
治 

高
山
松
之
助 

戸
丸
　
利
男 

高
山
　
　
紘 

角
田
　
信
雄 

　（
30
口
以
上
） 

村
山
　
文
雄 

 

関
　
登
志
雄 

吉
野
　
芳
平 

吉
野
　
茂
夫 

戸
部
　
信
雄 

戸
丸
専
太
郎 

岡
村
な
つ
子 

長
谷
川
　
始 

　（
20
口
以
上
） 

吉
野
　
誠
治 

吉
野
　
栄
一 

酒
井
　
　
昇 

春
原
　
宏
行 

角
田
　
敏
雄 

星
野
　
朝
昭 

岸
林
　
康
博 

長
谷
川
孝
雄 

吉
野
　
信
三 

　（
10
口
以
上
） 

吉
野
　
恒
雄 

星
野
　
祐
作 

 

大
津
盛
太
郎 

宇
敷
　
延
行 

吉
野
　
武
雄 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
1000
口
以
上
） 

真
庭
　
利
治 

　（
410
口
以
上
） 

尾
崎
　
孝
男 

　（
260
口
以
上
） 

諸
田
　
　
実 

　（
250
口
以
上
） 

真
庭
　
一
男 

　（
210
口
以
上
） 

 

金
子
　
正
平 

　（
180
口
以
上
） 

都
筑
　
志
げ 

　（
160
口
以
上
） 

関
　
　
一
郎 

　（
130
口
以
上
） 

野
村
　
雅
吉 

関
　
吉
太
郎 

　（
110
口
以
上
） 

尾
崎
　
尚
武 

高
橋
　
呈
介 

吉
野
　
忠
征 

高
柳
　
正
雄 

佐
藤
　
　
昇 

　（
100
口
以
上
） 

 

中
沢
　
和
夫 

桑
原
　
　
博 

星
野
　
公
平 

　（
90
口
以
上
） 

増
田
　
宗
利 

富
田
　
　
武 

�
�
　
尚
良 

田
村
二
三
夫 

　（
80
口
以
上
） 

真
庭
　
敏
益 

羽
鳥
　
宏
一 

幾
原
　
充
夫 

尾
崎
　
満
直 

原
　
　
時
治 

真
庭
　
　
健 

　（
70
口
以
上
） 

藤
岡
　
勇
次 

渡
辺
　
も
と 

諸
田
　
元
吉 

高
橋
　
祐
司 

阿
部
　
幸
雄 

馬
場
　
　
謙 

　（
60
口
以
上
） 

増
田
　
　
茂 

中
村
　
秀
夫 

原
澤
　
恒
雄 

木
村
　
正
光 

佐
藤
仁
之
助 

角
田
　
　
実 

　（
50
口
以
上
） 

増
田
　
吉
郎 

勝
見
　
　
均 

小
林
　
恒
夫 

　（
40
口
以
上
） 

馬
場
　
正
勝 

 

田
村
　
武
雄 

 

真
庭
　
　
久 

小
泉
　
鉄
男 

関
　
　
光
昌 

大
和
田
武
志 

　（
30
口
以
上
） 

諸
田
由
太
郎 

真
庭
　
　
昭 

 

阿
部
　
友
次 

曽
慶
　
健
一 

宮
崎
　
重
吉 

安
藤
　
幸
一 

高
橋
　
政
雄 

野
澤
　
た
か 

佐
藤
　
博
久 

真
庭
　
幹
郎 

　（
20
口
以
上
） 

中
川
　
定
雄 

 

林
　
　
正
暁 

 

阿
部
　
喜
一 

馬
場
　
元
義 

加
部
　
　
晃 

山
之
内
豊
司 

真
庭
　
久
男 

 

阿
部
　
伊
亨 

諸
田
み
ど
り 

　（
10
口
以
上
） 

金
子
　
慎
治 

 

斉
藤
　
ち
よ 

 

小
池
　
朋
治 

高
橋
　
光
夫 

 

本
多
　
政
雄 

兵
藤
　
　
香 

尾
崎
　
正
志 

高
橋
　
マ
サ 

 

星
野
太
加
志 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　（
1510
口
以
上
） 

丸
山
　
　
功 

　（
420
口
以
上
） 

高
柳
　
梅
吉 

　（
320
口
以
上
） 

高
野
　
富
男 

　（
250
口
以
上
） 

原
　
健
太
郎 

　（
230
口
以
上
） 

根
岸
　
郁
夫 

　（
140
口
以
上
） 

笛
木
　
喜
枝 

　（
130
口
以
上
） 

小
林
　
富
江 

石
田
　
勘
一 

　（
100
口
以
上
） 

 

田
村
　
　
修 

杉
木
　
利
三 

　（
80
口
以
上
） 

竹
内
規
矩
治 

片
野
　
佳
一 

　（
70
口
以
上
） 

石
坂
　
三
男 

角
田
　
善
一 

　（
60
口
以
上
） 

千
明
　
清
治 

小
野
　
忠
吉 

平
田
　
登
司 

　（
50
口
以
上
） 

竹
内
　
順
一 

　（
40
口
以
上
） 

石
坂
　
友
昇 

杉
木
　
由
正 

竹
内
　
優
平 

 

阿
部
　
良
司 

 

星
野
　
正
也 

�
�
　
健
太
郎 

鈴
木
　
貞
子 

　（
30
口
以
上
） 

秋
山
　
久
子 

生
方
キ
ミ
ヨ 

　（
20
口
以
上
） 

本
木
　
定
夫 

　（
10
口
以
上
） 

高
山
　
福
松 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
1650
口
以
上
） 

小
崎
洋
一
郎 

　（
270
口
以
上
） 

小
林
　
忠
雄 

　（
230
口
以
上
） 

木
村
　
タ
ケ 

　（
210
口
以
上
） 

林
　
　
　
章 

　（
190
口
以
上
） 

雲
越
　
良
昭 

林
　
　
正
之 

　（
170
口
以
上
） 

 

吉
野
　
昭
一 

高
柳
　
初
雄 

吉
野
　
仍
次 

　（
160
口
以
上
） 

森
　
　
秀
雄 

　（
150
口
以
上
） 

笛
木
　
　
馨 

　（
140
口
以
上
） 

田
村
　
末
子 

　（
130
口
以
上
） 

石
坂
　
初
夫 

　（
120
口
以
上
） 

 

林
　
　
良
雄 

藤
続
　
マ
サ 

若
桑
ツ
ル
子 

　（
110
口
以
上
） 

 

稲
垣
　
茂
治 

宇
津
木
茂
二 

 

阿
部
　
亀
伝 

雲
越
　
利
雄 

田
村
貴
代
美 

　（
100
口
以
上
） 

 

中
島
　
克
弥 

林
　
　
く
に 

 

石
川
　
カ
ツ 

　（
90
口
以
上
） 

雲
越
　
蔵
二 

雲
越
　
万
枝 

阿
部
　
勝
年 

阿
部
　
　
稔 

大
塚
志
津
代 

　（
80
口
以
上
） 

木
曽
　
喜
作 

阿
部
　
　
功 

林
　
　
好
一 

宇
津
木
彦
久 

石
坂
　
良
治 

須
田
　
裕
子 

鈴
木
　
美
男 

　（
70
口
以
上
） 

泉
　
　
利
保 

伝
田
　
創
司 

堀
川
　
　
亮 

林
　
　
勤
一 

石
坂
　
源
吉 

宮
代
佐
代
子 

中
島
　
　
清 

　（
60
口
以
上
） 

大
坪
　
保
吉 

　（
50
口
以
上
） 

今
井
　
　
弘 

木
村
　
一
勇 

大
久
保
源
一 

熊
木
　
春
男 

橋
辺
　
勝
行 

疋
田
　
寿
男 

増
子
　
正
光 

山
崎
　
広
仲 

 

菊
永
ヤ
エ
ノ 

 

田
村
広
太
郎 

林
　
　
　
久 

　（
40
口
以
上
） 

 

阿
部
　
幸
雄 

小
野
　
　
一 

熊
木
　
　
葵 

影
山
　
喜
作 

雲
越
　
政
樹 

政
雄 

高
橋
二
三
子 

鈴
木
　
近
義 

小
幡
　
半
三 

　
佐
藤
コ
ト
子 

 

須
田
　
紀
子 

山
田
　
裕
二 

　（
30
口
以
上
） 

小
林
　
朝
一 

大
竹
　
真
人 

 

矢
島
　
亀
義 

綿
貫
　
幸
次 

須
田
　
松
雄 

阿
部
　
包
信 

武
田
　
　
正 

小
川
　
八
郎 

池
田
　
　
満 

村
上
　
広
志 

青
木
　
　
登 

石
崎
　
正
次 

丸
山
　
盛
雄 

岸
野
　
　
実 

 

清
水
佳
代
子 

高
井
く
め
子 

原
沢
か
つ
子 

　（
20
口
以
上
） 

関
　
　
貞
友 

木
檜
　
健
一 

坂
井
　
力
男 

吉
野
　
秀
市 

中
島
　
博
信 

石
坂
　
幸
夫 

　（
10
口
以
上
） 

 

益
城
　
千
景 

桜
井
　
勝
夫 

 

鈴
木
　
文
子 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
320
口
以
上
） 

本
多
　
　
勇 

　（
210
口
以
上
） 

山
岸
タ
ツ
子 

　（
180
口
以
上
） 

田
村
　
照
代 

　（
140
口
以
上
） 

 

林
　
　
正
一 

　（
120
口
以
上
） 

塩
原
　
か
ね 

　（
110
口
以
上
） 

都
丸
　
久
夫 

　（
90
口
以
上
） 

越
尾
　
カ
ネ 

　（
80
口
以
上
） 

 

笛
木
　
茂
子 

林
　
　
和
美 

　（
70
口
以
上
） 

江
口
　
喜
好 

高
橋
　
勝
二 

 

堤
　
　
広
一 

田
村
　
よ
志 

　（
60
口
以
上
） 

高
橋
き
み
子 

　（
50
口
以
上
） 

田
村
卯
太
郎 

戸
田
　
温
也 

　（
40
口
以
上
） 

生
津
　
　
晃 

田
村
　
一
司 

林
　
　
利
幸 

阿
部
　
一
江 

　（
30
口
以
上
） 

林
　
　
鶴
雄 

羽
毛
田
庸
三 

　（
20
口
以
上
） 

神
保
　
常
夫 

林
　
　
一
彦 

泊
　
　
浩
二 

　（
10
口
以
上
） 

林
　
　
照
子 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　（
830
口
以
上
） 

杉
木
　
哲
二 

　（
60
口
以
上
） 

横
坂
　
重
光 

　（
50
口
以
上
） 

横
坂
　
孝
志 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　（
2370
口
以
上
） 

堤
　
　
み
ゑ 

　（
310
口
以
上
） 

沢
浦
　
靖
彦 

　（
180
口
以
上
） 

堤
　
　
泰
洋 

　（
130
口
以
上
） 

堤
　
　
元
晴 

　（
120
口
以
上
） 

高
橋
　
順
一 

堤
　
　
久
雄 

　（
110
口
以
上
） 

綿
貫
金
之
助 

大
渕
松
一
郎 

　（
100
口
以
上
） 

真
下
　
郁
男 

諸
田
　
利
夫 

堤
　
　
裕
順 

　（
90
口
以
上
） 

稲
垣
　
み
ち 

倉
沢
　
俊
雄 

堤
　
　
時
宏 

浅
本
　
幸
子 

堤
　
康
喜
智 

　（
70
口
以
上
） 

堤
　
　
康
泰 

堤
　
　
盛
吉 

加
藤
　
　
武 

角
田
　
貞
治 

堤
　
　
定
作 

兵
藤
き
よ
子 

　（
60
口
以
上
） 

堤
　
民
之
輔 

新
木
　
武
治 

織
田
沢
寛
示 

　（
50
口
以
上
） 

諸
田
　
　
優 

七
五
三
木
美
佐
夫 

倉
澤
　
寛
一 

　（
40
口
以
上
） 

沢
浦
　
　
進 

阿
部
　
久
雄 

高
橋
　
栄
一 

堤
　
　
文
一 

川
端
　
英
雄 

高
橋
　
　
一 

真
下
美
貴
夫 

　（
30
口
以
上
） 

堤
　
サ
ト
子 

　（
20
口
以
上
） 

諸
田
　
正
夫 

 

堀
沢
　
　
進 

堤
　
　
正
利 

青
木
　
一
雄 

　（
10
口
以
上
） 

竹
之
内
勝
治 

山
崎
　
孝
宗 

角
田
　
副
治 

〈
高
山
支
部
〉 

　（
200
口
以
上
） 

田
村
伊
三
郎 

　（
120
口
以
上
） 

佐
藤
　
伸
吉 

　（
110
口
以
上
） 

小
倉
久
佐
雄 

　（
100
口
以
上
） 

深
代
　
次
雄 

　（
70
口
以
上
） 

小
林
　
浜
司 

　（
40
口
以
上
） 

平
形
　
忠
男 

野
上
　
孝
雄 

大
木
　
一
雄 

野
上
久
次
郎 

　（
30
口
以
上
） 

大
渕
　
　
栄 

　（
20
口
以
上
） 

 

笠
原
　
　
貢 

福
田
　
耕
蔵 

唐
沢
　
久
雄 

　（
10
口
以
上
） 

大
木
　
伸
一 

〈
子
　
持
〉 

　（
110
口
以
上
） 

渡
部
　
二
雄 

〈
職
　
域
〉 

　（
90
口
以
上
） 

西
山
　
裕
子 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

安
倍
　
　
一 

水
野
　
清
一 

内
藤
　
た
か 

金
井
　
義
昭 

小
渕
ま
り
子 

 

星
野
タ
ヅ
子 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

桑
原
　
武
雄 

三
田
　
　
修 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

高
橋
　
榮
子 

石
田
　
　
勲 

高
橋
　
敦
之 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

小
川
　
輝
治 

石
田
　
和
子 

 

齋
藤
　
　
香 

〈
池
田
支
部
〉 

桑
原
　
　
守 

角
田
　
裕
之 

笠
原
　
　
茂 

龍
八
　
良
勝 

〈
薄
根
支
部
〉 

吉
原
　
弘
司 

松
井
　
信
之 

 

田
村
美
喜
夫 

〈
川
田
支
部
〉 

生
方
　
愛
子 

〈
白
沢
支
部
〉 

椎
野
　
英
昭 

 

小
林
　
真
琴 

〈
利
根
北
支
部
〉 

井
上
　
キ
チ 

�
　
橋
　
光
政 

星
野
　
仁
志 

田
中
恵
美
子 

〈
片
品
支
部
〉 

左
部
喜
代
子 

石
坂
あ
き
江 

〈
川
場
支
部
〉 

長
谷
川
　
始 

斉
藤
　
栄
治 

林
　
　
一
夫 

吉
野
　
武
雄 

笠
原
　
隆
之 

細
谷
　
　
光 

入
澤
　
孝
充 

櫛
渕
　
忠
一 

元
宿
　
本
雄 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

渡
辺
　
弘
統 

浜
田
　
充
弘 

阿
部
　
　
剛 

諸
田
み
ど
り 

星
野
　
ト
ヨ 

真
庭
　
幹
郎 

三
富
　
健
司 

石
坂
　
政
次 

落
合
　
洋
一 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

平
田
　
登
司 

〈
水
上
支
部
〉 

須
田
　
紀
子 

山
田
　
裕
二 

林
　
　
征
一 

佐
藤
　
啓
子 

原
沢
か
つ
子 

須
藤
　
　
登 

〈
新
治
支
部
〉 

原
沢
　
幸
司 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

林
　
　
利
彦 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

 

堤
　
　
泰
洋 

関
上
　
　
　 

真
下
美
貴
夫 

〈
高
山
支
部
〉 

茂
木
　
朋
美 

〈
職
　
域
〉 

安
達
　
清
人 

よ
う 

 

こ
そ 

11
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
11
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
九
五
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

11
月
分 

▼
11
月
の
増
資
は
二
、一
八
八
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　
六
九
七
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 （
敬
称
略
） 

���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
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利
根
中
央
病
院
の
玄
関
で
は
、
エ
プ
ロ
ン

姿
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
毎
朝
２
人
組
で
、

元
気
よ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
あ
な
た
も
「
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

（
研
修
制
度
あ
り
ま
す
） 

 

あなたの力をお貸し下さい 

時間：8:30～11:30くらい 
頻度：週1～月1回程度 
内容：車いす利用の補助など　　　 
資格：人を思いやる暖かい心ある方 

～玄関ボランティアさん募集！～ 

 

お
問
い
合
せ
　
℡
22-

２
３
０
０ 

　
　
　
　
（
生
協
組
織
課
　
原
澤
）
ま
で 
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短 

歌 

短 

歌 

なかまの 
作品 
なかまの 
作品 
なかまの 
作品 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllll

 

霊
峰
の
雲
彩
ど
り
て
初
日
出
づ 

 

古
日
記
と
き
め
く
文
字
を
拾
い
読
む 

 

築
百
年
ま
だ
人
住
め
る
嫁
が
君 

 

聞
き
分
け
の
有
る
子
無
い
子
の
初
買
日 

 

葉
牡
丹
の
渦
こ
ま
や
か
に
鉢
溢
ふ
る 

 

粛
粛
と
闇
ぬ
け
出
で
む
初
赤
城 

 

キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
火
を
あ
か
あ
か
と
初
暦 

 

初
夢
に
母
現
れ
て
甘
え
け
り 

 

大
き
く
手
振
り
て
歩
め
と
初
鴉 

 

息
災
と
い
ふ
寿
ぎ
や
年
新
た 

 

日
に
膨
る
軒
の
に
ぎ
は
ひ
初
雀 

 
喜
寿
の
夫
農
一
筋
に
冬
耕
す 

 

初
御
空
利
根
の
連
山
光
り
合
ふ 

 

除
夜
の
鐘
遠
く
お
さ
げ
の
日
を
恋
ふ
る 

 

短
日
や
不
安
取
り
去
る
医
師
の
微
笑 

 

時
々
を
背
中
で
語
る
焚
火
か
な 

 

初
日
の
出
孫
歩
い
て
は
笑
ひ
渦 

 

未
知
の
こ
と
重
ね
て
今
年
暮
れ
ん
と
す 

 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

 

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
林
　
美
　
佐
　
子 

 

沼
田
市
材
木
町
　
　
　
小
　
林
　
永
久
子 

　 沼
田
市
今
井
町
　
　
　
今
　
井
　
ぬ
　
い 

 

沼
田
市
東
原
新
町
　
　
林
　
　
　
睦
　
月 

 

沼
田
市
柳
町
　
　
　
　
萩
　
原
　
松
　
子 

 

沼
田
市
東
原
新
町
　
　
星
　
野
　
照
　
子 

 

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
渡
　
辺
　
き
み
子 

　
　
　
　
　
　
　
　 

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
田
　
川
　
江
　
道 

 

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
貝
　
瀬
　
久
　
代 

 

沼
田
市
東
原
新
町
　
　
桑
　
原
　
か
ず
子 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
田
　
村
　
し
　
ま 

 

沼
田
市
硯
田
町
　
　
　
阿
　
部
　
ま
　
つ 

 

沼
田
市
下
川
田
町
　
　
茂
　
木
　
利
　
男 

　 沼
田
市
上
発
知
町
　
　
峰
　
川
　
信
　
子 

 
昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
梅
　
沢
　
ま
つ
女 

 

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

 

沼
田
市
上
久
屋
町
　
　
坂
　
田
　
や
す
お 

俳 

句 

俳 

句 

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
田
　
島
　
智
　
恵 

み
な
か
み
町
小
川
　
　
田
　
村
　
鶴
　
江 

沼
田
市
戸
鹿
野
町
　
　
吉
　
江
　
与
　
一 

昭
和
村
森
下
　
　
　
　
金
　
井
　
粂
　
子 

沼
田
市
上
沼
須
町
　
　
大
　
竹
　
春
　
江 

沼
田
市
堀
廻
町
　
　
　
今
　
井
　
栄
　
一 

み
な
か
み
町
後
閑
　
　
石
　
坂
　
ふ
　
で 

な
か
み
町
新
巻
　
　
　
田
　
村
　
ふ
　
さ 

利
根
町
柿
平
　
　
　
　
中
　
澤
　
幹
　
治 

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
林
　
い
　
く
　
じ 

昭
和
村
入
原
　
　
　
　
板
　
橋
　
き
み
江 

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

朝
虹
の
立
つ
日
本
海
や
や
波
の
静
ま
る
と
こ
ろ
粟
島

う
す
し 

関
水
の
夕
暮
れ
に
見
ゆ
白
鷺
は
今
宵
の
宿
は
竹
の
葉

の
上 

産
休
が
成
り
し
孫
嫁
帰
り
来
ぬ
今
日
は
小
春
日
空
晴

れ
渡
る 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
祭
り
に
踊
り
し
若
き
等
の
顔
の
明

る
し
は
じ
け
る
程
に 

土
中
で
丸
く
育
ち
し
聖
護
院
舌
の
と
ろ
け
む
含
め
煮

を
食
む 

ホ
ー
ム
に
て
新
春
迎
う
百
歳
の
母
を
思
い
つ
古
希
の

正
月 

炊
き
た
て
の
新
米
を
ま
ず
仏
壇
へ
香
り
ゆ
た
か
に
美

味
し
く
頂
く 

耕
運
機
の
音
の
響
き
て
見
渡
せ
る
広
田
ひ
た
す
ら
老

の
鋤
き
を
り 

予
告
し
て
送
っ
て
く
れ
た
焼
酎
を
並
べ
て
孫
の
真
心

を
思
う 

通
院
の
バ
ス
に
乗
り
合
ふ
媼
達
い
と
も
楽
し
く
笑
い

声
湧
く 

播
か
ざ
り
し
ピ
オ
ラ
が
畑
に
咲
き
継
ぎ
ぬ
霜
被
き
な

お
紫
冴
え
て 

静
か
な
る
榛
名
湖
に
輪
を
か
き
て
釣
り
人
の
竿
き
ら

り
と
光
る 

 
え
　
み 

材木町11 
上原町6-1 
上原町7-4 
上原町9-1 
上原町9-2 
西倉内町８ 
西倉内町7-1 
西倉内町４ 
榛名町1-2 
榛名町8-1 
榛名町8-2 
榛名町８ 
榛名町３ 
薄根町6-1 
薄根町6-2 
薄根町18-2 
清水町４ 
鍛冶町10 
鍛冶町５ 
上久屋町馬場 
沼須町合同班 
フラワータウン 
戸鹿野町1 
岡谷町西部１ 
上発知町坂上 
上発知町坂下 
上発知町馬場 
上発知町河原方 
下発知町合同班 
硯田町合同班 
白岩町合同班 
恩田町合同班 
東町田合同班 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
下川田町中谷 
尾合上 
二本松１ 
二本松４ 
築地 
菅沼合同班 
鍛冶屋合同班 
鍛冶屋合同班 
築地 
中野 
下牧原の中 
下牧第２ 
下牧下組２ 
上牧外坊合同班 
上牧吉平合同班 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
月夜野町組2-2 
月夜野町組１ 
月夜野町組6-2 
月夜野町橋下都 
月夜野町橋下宿 
月夜野町橋下原 
月夜野町橋下洞上１ 
須川十二河原 
谷地宮原 
糸井中宿 
判形前原 
いこいの家 
退職教職員婦人の会 
生協退職者の会 
１階北 
どんぐり保育園 
ふれあいの輪 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

大腸がんチェック、後期高齢者医療制度の話 
温泉班会 
温泉班会 
温泉班会 
温泉班会 
クリスマスツリー作り 
減塩の話、尿チェック 
減塩の話、尿チェック 
温泉班会 
温泉班会 
温泉班会 
健康チェック班会 
健康チェック班会 
健康チェック班会 
健康チェック班会 
健康チェック班会 
健康チェック班会 
高齢者の肺炎の話 
高齢者の肺炎の話 
ストレスと心身症の話 
指圧 
インフルエンザの話 
年間計画、血圧測定 
生活習慣病の話、体脂肪測定 
温泉班会 
温泉班会 
温泉班会 
温泉班会 
カムカム健康法、大腸がんチェック 
脳卒中の話、血管年齢測定 
脳卒中の話、血管年齢測定 
セラバンド体操 
がん予防の話、後期高齢者医療制度の話 
インフルエンザとかぜの話 
インフルエンザとかぜの話 
狭心症の話 
耳の病気の話 
インフルエンザ、不眠の話 
インフルエンザ、不眠の話 
映画「ホームスイートホーム」班会 
インフルエンザ班会 
大腸がんチェック、後期高齢者医療制度の話 
大腸がんチェック、カムカム健康法 
インフルエンザ班会 
眼の病気の話 
後期高齢者医療制度の話、体脂肪測定 
大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
体操 
体操 
歯の話 
歯の話 
肺がんの話、後期高齢者医療制度の話 
肺がんの話、後期高齢者医療制度の話 
肺がんの話、後期高齢者医療制度の話 
リウマチの話 
リウマチの話 
リウマチの話 
リウマチの話 
肥満の話、体脂肪測定 
白内障の話 
温泉班会 
おひまち班会 
老健施設紹介ビデオ 
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
大腸がん予防の話 
フッ素班会 
睡眠の話 

3 
4 
3 
4 
4 
7 
4 
4 
3 
3 
4 
5 
4 
4 
4 
4 
5 
3 
3 
5 
3 
16 
5 
6 
6 
5 
4 
3 
5 
6 
5 
5 
4 
5 
5 
4 
7 
4 
3 
9 
3 
10 
5 
6 
7 
5 
5 
5 
4 
4 
5 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
5 
4 
6 
9 
5 
32 
29 
14 
11 
18 

沼田東
　 
 
 
 
沼田中 
 
 
沼田西 
 
 
 
 
 
 
 
 
沼田南 
 
利　南 
 
 
 
池　田 
 
 
 
 
 
薄　根 
 
 
 
川　田 
 
 
白　沢 
利根南 
 
片　品 
 
 
 
 
川　場 
月夜野東 
 
 
 
 
 
 
月夜野西 
 
 
 
 
 
 
新　治 
 
昭和東 
高　山 
職域・他 
 
 
病棟・他 
 

小林永久子 
片桐智代江 
武井　嗣男 
星野　栄子 
星野フジ子 
坂大　徳江 
田中　穂積 
宮前　寿子 
戸部　大吉 
宮内はつ枝 
金子　くら 
金子　くら 
金子　恭子 
佐藤　郁子 
斉藤　初江 
生方勢津子 
小池よし子 
馬場半次郎 
下　　ろく 
織田沢澄世 
角田　健吉 
 
星野　早苗 
大島みさ江 
峰川　拓夫 
斉藤　　操 
木村　修平 
和知　清栄 
松井　康治 
金子　幸子 
 
穂苅　勝代 
桑原　信子 
茂木　チヨ 
生方志づ子 
吉田　昌子 
角田　梅子 
佐々木伸治 
湯本　昭二 
星野　みね 
大竹　敏彦 
星野　邦子 
星野　邦子 
星野　みね 
小野里まさ代 
山田八重子 
高橋　ミネ 
阿部とも江 
 
 
阿部　タカ 
渋谷　典子 
丸山　　功 
片野　良子 
石坂　堅一 
高橋　チエ 
原澤　　久 
杉木　トミ 
林　　やよ 
田村　照代 
佐藤　ヤヨ 
須藤　澄子 
木村千代子 
奥木　　茂 
織田沢はま子 
綿貫　藤江 
西畠みどり 
高橋いづみ 
野村　　操 

69回 総  計 407人 

11月班会開催一覧 
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須川小学校　五年　高橋彩也佳 須川小学校　三年　本多　聖吾 



一人は万人のために 万人は一人のために 2008年１月１日（毎月1回1日発行） 第460号　（６） 

予防②体に入らないようにすることが予防の一歩です。帰宅したらすぐに「手洗い」「うがい」をしっかりしましょう。 

なかまの 
作品 
なかまの 
作品 
なかまの 
作品 

切り絵「谷川連峰」　沼田市東原新町　児玉洋明 

水墨画「渓声」　沼田市坊新田町　松井志げる 

切り絵「武尊牧場」　沼田市東原新町　入沢　巧 

切り絵「十一面観音菩薩像」 
沼田市西倉内町　小暮昌子 

墨絵「いつも笑顔で健康第一」 
沼田市鍛冶町　馬場半次郎 

切り絵「札幌時計台」 
沼田市上発知町　田村まさる 

切り絵「奈良俣ダム」　沼田市西原新町　加藤達男 

切り絵　沼田市下川田町　吉田遥香 

色彩魚拓　沼田市上原町　吉澤米吉 押し花「新春を寿ぎて」　沼田市薄根町　牧野多花 


